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情報システム・バックアップオフィス研究会 2012年度(第 8回)議事録 

 

■開催概要 

○開催日 ：2012 年 12月 11 日（火）16:00～18:00 

○開催場所 ：BCAO 東京オフィス 

○進行役 ：岡（ソフトバンクＢＢ：座長） 

○議事録作成：関山（大成建設） 

○出席者数 ：13 名（出席者名は末尾参照） 

○資料 ：なし（プロジェクタ投影のみ） 

 

 

■議事内容 

（１）研究会 メンバー構成について 

・メンバー人数    ： 34 名（11月末日現在） 

・新規メンバーのご紹介： 三原 裕子様（株式会社インターネットイニシアティブ） 

 

（２）関連イベント 

①10 月度月例会の開催 

・参加者：81 名(内主任・准主任継続教育対者 7名) 

②法人会員意見交換会の開催 

③2012 年度 第 1回主任管理者・准主任管理者 講習・試験の実施 

【主任管理者講習・試験】 

・受験者数：7名 

【準主任管理者講習・試験】 

・受験者数：17 名（内試験のみ 2名） 

④第 5回主任・准主任継続教育、第 5回専門家レベルアップ教育の実施 

・参加者：11 名(主任:1 名、准主任:9名、レベルアップ:1 名) 

⑤11 月度月例会 

・参加者：44 名 

⑥普及啓発セミナー 大阪会場の開催 

・参加者：44 名 

 

（３）運営会議 

 ○議題 

 １）報告事項 

①一般会員の状況報告 

②10 月度 月例会(主任・准主任継続教育対象事業) 

③法人会員意見交換会 
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④2012 年度 第 1回主任管理者・准主任管理者 講習・試験 

⑤2012 年度 第 5回主任・准主任継続教育、第 5回専門家レベルアップ教育  

⑥11 月度 月例会 

⑦普及啓発セミナー 大阪会場 

 ２）議論事項 

①帰宅困難者を受入れる建物・施設の安全点検」に関する 

・東工大との共同シンポジウム共催について 

 ３）今後の予定 

①2012 年度 第 6回主任・准主任継続教育、第 6回専門家レベルアップ教育  

②2012 年度 第 2回事業継続初級管理者試験（東京・大阪） 

③12 月度 月例会 

 ４）トピック 

  「普及啓発セミナー 大阪会場」（2012 年 11 月 21 日(水) 14:00～16:40）報告 

     関西支部勉強会の参加報告 

 

（４）プレゼンテーション 

○タイトル：「ISO２２３０１の取得体験について」 

○講演者： 髙木 雄司 専任部長様 

株式会社富士通エフサス 

ビジネスマネジメント本部 情報セキュリティ・ISO 推進統括部 

（高木様は BCAO の災害情報研究会に所属していらっしゃいいます） 

    ○講演概要 

     ①なぜ認証を取得したのか 

      ・最大のメリットは他社との明確な差別化 

       ：BCP に積極的に取り組んでいることを顧客に訴求したい 

      ・認証取得第 1号を命題に経営者に承認を得た（タイトなスケジュールになった） 

      ・取得効果：事務局と現場が一体となった／モチベーションの向上 

     ②スケジュール 

      ・JIPDEC が認証可能な日程から逆算してスケジュールを決定 

      ・実現したポイント 

       ：BS-25999 との差分のみの内部監査とした 

       ：対象部署の社員に差分の教育講座を実施（BSIジャパンに依頼） 

     ③体制 

      ・少人数（4名）の事務局 

     ④進め方のポイント 

      ・経営者にどう理解してもらうか 

      ・少人数のプロジェクトチーム（効率的で素早い意思の疎通） 

      ・差分にフォーカスした内部監査 
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      ・短期間で集中的に実施 

      ・審査機関に差分教育を依頼したので、内容の解釈にずれが生じなかった 

      ・推進者と内部監査員は兼務することで、素早い修正が可能  

     ⑤今後に向けて 

      ・認証を取得したことで管理の質は向上するかもしれないが、対応能力が向上する

わけではないので、訓練を繰り返す 

      ・現場になるたけ負担がかからないように訓練を実施する 

 

  （５）バックアップオフィスについて（8月から継続的に討議） 

①主旨：東日本大震災(3.11)を経験し、研究会の名称に含まれる“バックアップオフィ

ス（BO）”について変化などについて討議。 

②討議内容： 

これまでの討議内容を説明。年度末に向けどのようにまとめるかを討議 

     ：目的や建物の用途によって対応方法は全く異なる。対象をフォーカスするか 

分類整理する必要がある 

     ：年度末は途中経過としてまとめ、来年度も継続的に討議することも必要 
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■次回（2012 年度 第 9回）ＩＴＢＯ研究会の日程 

・日時：1月 15 日(火) 16:00～18:30 

・場所：イトーキ東京イノベーションセンター SYNQA 

 ※開催日が 15 日に変更になりましたので、ご注意ください 

 ※次回の会場は、イトーキ様にご提供いただきました 

 ※当日は研究会に先立ち、オフィスの見学を 30分程度ご案内いただきます 

 ※そのため終了時間が延長になりますこと、あらかじめご了承ください 

 

 

■2012 年度の開催予定日 

 開催日 時 間 場 所 

9 ２０１３年 １月１５日（火） １６：００～１８：３０ 

イトーキ 

東京イノベーションセンター 

SYNQA 

10   ２月１２日（火） １６：００～１８：００ バークレイズ・キャピタル様 

11   ３月１２日（火） １６：００～１８：００ 株式会社エム・ビー・アイ様 

 

 

■出席者一覧 

1 岡 伸幸 ソフトバンク BB 株式会社 

2 関山 雄介 大成建設株式会社 

3 山口孝一 株式会社インターネットイニシアティブ 

4 野口 洋子 わかば国際特許事務所 

5 安齊 隆正 株式会社富士通エフサス 

6 伊藤 高信 FUN,Inc 

7 大塚 美穂子 ピーシーエー生命保険株式会社 

8 近藤 隆一 株式会社富士通エフサス 

9 近棟 あづさ 株式会社エム・ビー・アイ 

10 羽石 将士 日立製作所（日立システムズ） 

11 三原 裕子 株式会社インターネットイニシアティブ 

12 森田 良一 株式会社イトーキ 

13 吉川 明人 ＮＥＣネクサソリューションズ株式会社 

 

 

以上 


